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総体、定期試験などであわただしい５月でしたが、たくさん

の人が図書館に足を運んでくれました。 

疲れも出てくるころかと思いますが、自分のペースで！ 

図書館にもふらりと寄ってみてください 

図書館で閲覧できる雑誌を一部紹介します！ 

 

〇「栄養と料理」（女子栄養大学出版部） 月刊の料理雑誌。最新栄養学の成果を生かした食事づく

りをテーマに、栄養のデータやレシピなどを紹介しています。 

〇「蛍雪時代」（旺文社） 月刊の大学受験雑誌。最新の受験・進学の情報などがわかります。 

〇「CNN ENGLISH EXPRESS」（ASAHI PRESS） 月刊の英語学習雑誌。アプリから音声

を聞くことができるので、リスニング強化に使えます！ 

〇「新聞ダイジェスト」（新聞ダイジェスト社） 1か月のニュース・トピックをまとめて掲載す

る月刊雑誌。時事問題対策にもどうぞ。 

〇「Sports Graphic Number」（文藝春秋） 隔週で発行されるスポーツ雑誌。写真やインタ

ビューを楽しむことができます。 

〇「日経サイエンス」（日経サイエンス社） 月刊の科学雑誌。科学や技術に関する最新の情報

や分析が掲載されています。14言語に訳され、世界中の多くの人に読まれています。 

〇「文藝春秋」（文藝春秋） 創刊から100年以上の総合月刊誌。毎年3月・9月号に芥川賞受賞

作品が掲載されます。 

〇「ROCKIN'ON JAPAN」（ロッキング・オン社 ） 月刊の音楽雑誌。話題のミュージシャンの情

報が満載です。 

 

 ※このほかにも多数あり！扉の中のバックナンバーは貸出できます。 

新着本の 

おしらせ 

毎年、株式会社富士情報さまからたくさんの

本をご寄贈いただいています。今年も３５冊

の本をいただき、貸出の準備ができました。 

調べ学習などに活用してください！ 

富士文庫 

目印は 

赤い背ラベル 

『写真集 明治大正昭和 富士吉田』 

 （萱沼英雄／著、国書刊行会） 

明治・大正・昭和と続いた激動の時代、人それぞ

れに想い出があり、市や町それぞれに歴史があっ

た。金鳥居の街、新倉掘抜と出口集落、郡内織な

ど、富士吉田のなつかしい姿を物語る貴重な写真

の数々を収録する。 

               （F215.1/ｼﾔ） 

『身近すぎて気づかない、偉大な発明図鑑』 

（クライブ・ギフォード／著、日経ナショナ

ルジオグラフィック）   

牛乳パック、アルミホイル、エレベーター、テレビのリ

モコン…。私たちが日ごろ大したありがたみもなく使っ

ているアレコレは、どんなアイディアをもとに開発され

たのか。実はすごかった発明の数々を紹介する。  

                  （501.7/ｼ） 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%AD%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%BB%E3%82%AA%E3%83%B3


『バイアス大図鑑』 

 （池田まさみ／監修、ニュートンﾌﾟﾚｽ） 

ドキドキするのは好きだから? 手間をかけたも

のには価値がある? 「精度99%の検査で陽性」の本

当の意味とは? さまざまな認知バイアスを、実験や

調査などのエビデンスとともにわかりやすく解説す

る。  

        （141.5/ｲ） 

『入門高校生のための金融リテラシー図鑑  』 

 （泉美智子／監修、学事出版） 

「お金を稼ぐ、使う、貯める、増やす」という観点

から、生涯にわたる資産形成について豊富なカラー

イラストとともに解説。お金の正体や市場経済のし

くみなども取りあげる。新学習指導要領の金融リテ

ラシー教育に対応。 

         （591/ｲ） 

☆ 図書委員3年 YAMAME さんのおすすめ本 

 

『もうじき食べられるぼく』 

 （はせがわゆうじ／著、中央公論新社） 

このさきの運命を理解している食用牛のぼくがとある景色を見て、最期に何を思うのか。

かわいいイラストとともに考えさせられる文章で描かれている本です。牛乳好きな人やす

き焼き好きの人におすすめです。時間が無い人でも絵本なので簡単に読めます。どうぞ。 

                 （E/ﾊｾ） 

☆ 図書委員3年 MARISHIMO さんのおすすめ本 

 

『化物語 上・下』（物語シリーズ） 

 （西尾維新／著、講談社） 

超絶技巧、意趣卓逸、あの鬼才のノベリスト、西尾維新が満を持して放つ名作ライトノベ

ル。高校三年生の春、阿良々木暦を目がけて空から降ってきた女の子、戦場ヶ原ひたぎに

は、体重が全くと言っていいほど無く—―といいつつも、阿良々木暦自身も春休みに吸血鬼

と化していた。怪異と隣り合わせの物語はどこへ向かうのか。青春には、おかしなことは

つきもの
   

だ！ 

                （ﾗｲﾄﾉﾍﾞﾙ913.6/ﾆｼ/1、2） 

『役に立たないロボット』 

 （谷明洋 ／著、集英社ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ） 

気まぐれで、たどたどしい…。そんな「働かない

ロボット」が日本にはたくさんいる。なぜ彼らは

つくられ、受け入れられるのか? 関係者たちへの

取材を通して、その本当の価値と役割を浮かび上

がらせる。   

             （新書548.3/ﾀﾆ） 

『災害とデマ』 

 （堀潤／著、集英社ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ） 

被災地の「本当のSOS」を埋もれさせないために

何ができるのか? 10年以上にわたり災害取材をし

てきたジャーナリストが、SNSにはびこるデマの

実態と、それに対抗する術を探る。 

      （新書361.4/ﾎﾘ） 

『シャーロック・ホームズの世界大図鑑』 

 （アンドルー・ライセット／著、河出書房新社） 

ヴィクトリア朝末期のロンドン、政治と経済、探

偵という職業、映画化と舞台化…。シャーロック・

ホームズの人気を支えてきた様々な要素を、生みの親

コナン・ドイルとのつながりも含めて、貴重な写真・

図版と共に解説する。       

            （930.2/ﾗ） 

『教養のための植物学図鑑』 

 （久保山京子／著、朝倉書店） 

植物の姿かたちの見方を解説したうえで、都会で

普通にみられる植物を取り上げて、学名・和名の

由来から、花・果実・種子の特徴、人との関わり

まで、カラー写真で詳しく紹介する。『教養のた

めの植物学』の姉妹編。  

        （471/ｸ） 
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※内容説明はTRC-MARCより。 


